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若
い
感
性
で
短
歌
に
取
り
組
む

　「
宮
柊
二
記
念
館
全
国
短
歌
大
会
の
応
募
歌
を

一
首
で
も
多
く
…
」
そ
ん
な
思
い
で
「
ジ
ュ
ニ
ア

短
歌
教
室
」
を
開
設
し
、
今
年
で
三
年
目
と
な
り

ま
し
た
。

　
暑
い
夏
休
み
の
午
後
、
今
年
も
親
御
さ
ん
と
一

緒
に
参
加
い
た
だ
い
た
方
も
あ
り
、
限
ら
れ
た
時

間
の
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
真
剣
に
取
り
組
む

皆
さ
ん
の
姿
に
感
動
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な

教
室
の
し
じ
ま
の
中
、
思
い
は
昔
の
夏
の
一
日
に

馳
せ
て
い
き
ま
し
た
。
昭
和
二
〇
年
か
ら
三
〇
年

代
、
お
寺
や
神
社
は
子
ど
も
た
ち
の
た
ま
り
場
で

し
た
。
農
家
は
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
盗
ら
れ

て
も
い
い
ス
イ
カ
や
ト
マ
ト
を
確
保
し
て
く
れ
て

い
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　
そ
し
て
、
今
…
「
自
分
た
ち
で
考
え
作
り
上
げ

る
遊
び
」、
汗
を
流
し
「
全
身
を
働
か
せ
る
運
動
」

が
敬
遠
さ
れ
て
か
ら
久
し
く
な
り
ま
し
た
。「
鉄

は
熱
い
う
ち
に
打
て
」
と
の
こ
と
わ
ざ
に
も
あ
る

よ
う
に
、
感
性
が
柔
軟
で
、
豊
か
な
若
い
う
ち
か

ら
の
訓
練
は
何
者
に
も
勝
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
当
記
念
館
と
し
て
で
き
る
活
動
は
限
ら
れ
た

も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
精
一
杯
が
ん
ば

ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

ジュニア短歌教室
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短
歌
大
会
選
者
を
中
心
に

　
平
成
二
十
五
年
は
歌
誌
「
コ
ス
モ
ス
」
が
創
刊
さ
れ
て
六
〇
周
年

に
あ
た
る
年
で
し
た
。
宮
柊
二
記
念
館
で
は
そ
の
記
念
と
し
て
、
コ

ス
モ
ス
を
テ
ー
マ
と
し
た
企
画
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。
宮
柊
二
を

語
る
う
え
で
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
テ
ー
マ
「
コ
ス
モ
ス
」。
展

示
で
は
、
コ
ス
モ
ス
の
歌
人
た
ち
、
コ
ス
モ
ス
創
刊
の
頃
の
資
料
な

ど
を
と
お
し
て
、
そ
の
六
〇
年
の
歩
み
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

お
り
ま
す
。
今
回
、
一
度
に
全
員
を
紹
介

で
き
な
か
っ
た
た
め
、
期
間
の
途
中
で
展

示
替
え
を
行
い
ま
し
た
。
展
示
で
は
、
選

者
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
色
紙
や
歌

集
、
短
歌
大
会
の
時
の
写
真
、
コ
ス
モ
ス

に
掲
載
さ
れ
た
作
品
な
ど
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。

コ
ス
モ
ス
創
刊
の
頃

　
壁
面
ケ
ー
ス
の
正
面
で
は
、
コ
ス
モ
ス

創
刊
当
時
の
資
料
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
宮
柊
二
は
コ
ス
モ
ス
創
刊
当
時
の
資
料

を
大
切
に
保
管
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
か
ら
も
、
柊
二
に
と
っ
て
、
コ
ス
モ
ス

は
と
て
も
大
切
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

　
コ
ス
モ
ス
短
歌
会
結
成
の
案
内
状
、
日

比
谷
松
本
楼
で
開
か
れ
た
結
成
記
念
の
歌

会
の
詠
草
、
先
輩
歌
人
や
文
学
者
な
ど
か

ら
い
た
だ
い
た
創
刊
号
へ
の
励
ま
し
の
お

便
り
な
ど
、
ど
れ
も
が
コ
ス
モ
ス
の
宝
物

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。六
〇
年
を
経
た
今
、

そ
れ
ら
を
あ
ら
た
め
て
見
返
す
こ
と
で
、

柊
二
を
は
じ
め
と
す
る
創
刊
当
時
の
若
い

歌
人
た
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
取
る
こ

と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
度「
コ
ス
モ
ス
の
歌
人
た
ち
」展

大
会
選
者
の
書
な
ど
を
展
示

　
宮
柊
二
を
中
心
と
し
て
創
刊
さ
れ
た

「
コ
ス
モ
ス
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
六
〇
年

の
間
に
、
多
く
の
歌
人
を
輩
出
し
て
い
ま

す
。
限
ら
れ
た
展
示
室
で
、
皆
さ
ん
を
紹

介
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
し
た
。そ
こ
で
、

今
回
の
企
画
展
で
は
、
昨
年
度
ま
で
に
宮

柊
二
記
念
館
短
歌
大
会
に
選
者
と
し
て
お

い
で
い
た
だ
い
た
方
々
に
し
ぼ
っ
て
紹
介

い
た
し
ま
し
た
。

　
昨
年
度
ま
で
の
十
八
回
の
短
歌
大
会
に

は
、
コ
ス
モ
ス
短
歌
会
か
ら
、
二
十
一
名

の
歌
人
の
方
に
選
者
を
し
て
い
た
だ
い
て

今回ご紹介した
短歌大会選者の皆様
　短歌大会は、コスモス短歌
会の協力をいただきながら、
平成７年度から、毎年開催し
ています。昨年度の第１８回ま
でに、２１名の皆様から選者を
務めていただきました。

（敬称略）

第１回　中山　礼治
第１回　高野　公彦
第２回　安立スハル
第２回　柏崎　驍二
第３回　今村　　寛
第３回　山本　　清
第４回　武田　弘之
第４回　奥村　晃作
第５回　田谷　　鋭
第５回　杜沢光一郎

第６回　桑原　正紀
第７回　宮　　英子
第８回　高野　公彦
第９回　影山　一男
第１０回　木畑　紀子
第１１回　狩野　一男
第１２回　森重香代子
第１３回　小島ゆかり
第１４回　岡崎　康行
第１５回　日影　康子

第１６回　日野原典子
第１７回　水島　晴子
第１８回　武田　弘之
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展示資料から

「みづからの生の証明を」草稿
　コスモス創刊号の巻頭に記された、「みづから
の生の証明を」という一文は、名文として現在も
語り継がれています。当館の創刊時の資料のなか
に、この文章を生み出す際の柊二の草稿と思われ
る原稿用紙が残されていました。
　この資料は、原稿用紙に鉛筆書きされており、
数行で筆が止まっているものから、最終稿前と思
われるほどの仕上がりのものまで、４種類があり
ます。本来であれば、このような創作過程の原稿
用紙は捨ててしまうものでしょうが、残っていた
のは奇跡的ともいえます。内容についての詳しい
検証はまだなされていませんが、当時の柊二の考
え方が読み取れる貴重な資料ではないかと考えて
います。

　一番上にあった原稿用紙には、「いはれのない
ことを企てたのではありません。それだからと
いって昂り立っていはれをはべり、と思ってもゐ
るのでもありません」と三行だけ書かれて終わっ
ています。これが、巻頭言を書くため机に向かっ
た柊二の脳裏に、最初に浮かんだ言葉だったので
しょう。
　昭和二十七年、北原白秋創刊の「多磨」が終刊
します。柊二はその若いグループのなかで、中心
的な存在であり、新しい指導者として期待されま
すが、柊二自身には先輩たちより先に短歌の結社
をつくる意志はありませんでした。しかし、結果
として「コスモス」は、多磨亡きあと最初に創刊
されることになります。そんな経緯のなかで、柊
二自身、不安でたまらなかったのかもしれません。
「言い訳じみている」といえるかもしれませんが、
この最初の三行の文から「生の証明」の名文へと
昇華されていく思考過程を思えば、当時の柊二の
覚悟の強さが、ひしひしと伝わるのではないで
しょうか。
　コスモス創刊を決意してから、巻頭言を書き上
げるまでに、それほど時間はなかったはずです。
その間に、未来までコスモスを導いていく言葉を
まとめあげた柊二。緊張と期待の中で進められた
であろう創刊の準備を思うと、深い感動を覚えず
にはいられません。

「円砂」と「群鶏の会」
　北原白秋亡き戦後「多磨」は、物資の不足など
のため遅刊が多くなります。一方、新しい時代が
到来し、歌壇においても若者たちの学ぶ欲求は高
まり、北原白秋という偉大な指導者を欠いた多磨
では、その欲求を満たすことが難しくなっていま
した。そういった中で、多磨の若手の中心的存在
であった宮柊二に歌を学びたい、と思う若者たち
が行動を起こしはじめます。全国各地の多磨支部
の中に、独自に柊二を指導者とした勉強会をつく
る若手グループができはじめます。神奈川の「円
砂」、新潟の「群鶏の会」などは、その代表的な

ものといえます。
　これらの若者たちの熱意と行動が、柊二をつき
動かし、「コスモス」創刊への決意にもつながっ
ていったのです。

3
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五
月
二
十
五
日
、「
コ
ス
モ
ス
の

歌
人
た
ち
」
展
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
宮
英
子
先
生
を
は
じ
め
、
ご
親

族
を
お
迎
え
し
て
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
と
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
記
念
講
演
と
し

て
、
コ
ス
モ
ス
短
歌
会
の
影
山
一
男

先
生
か
ら「
コ
ス
モ
ス
の
現
在
」と
題

し
て
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

影
山
先
生
は
、
若
い
頃
か
ら
宮
柊

二
に
短
歌
を
学
ん
で
お
り
、
現
在
は

コ
ス
モ
ス
の
選
者
を
務
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
講
演
で
は
、
平
成
二
十
五
年

三
月
号（
六
〇
周
年
第
一
記
念
号
？
）

の
コ
ス
モ
ス
か
ら
抽
出
し
た
短
歌
を

紹
介
さ
れ
、
現
在
の
コ
ス
モ
ス
が
ど

の
よ
う
な
作
品
を
展
開
し
て
い
る

か
、
解
説
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

コ
ス
モ
ス
を
代
表
す
る
方
の
作
品
か

ら
、
今
後
が
期
待
さ
れ
る
若
い
世
代

の
作
品
ま
で
、
コ
ス
モ
ス
の
歩
み
を

間
近
で
見
続
け
て
き
た
影
山
先
生
な

ら
で
は
の
貴
重
な
お
話
を
う
か
が
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
コ
ス
モ
ス
の
歌
人
た
ち
」
展
は
、

平
成
二
十
六
年
五
月
十
一
日
ま
で
、

開
催
す
る
予
定
で
す
。
ま
だ
、
ご
覧

に
な
っ
て
い
な
い
方
は
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

展示資料から

オープニングセレモニーより

　

柊
二
は
こ
の
歌
の
書
を
い
く
つ
か

残
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
展
示
で

は
「
昼
間
に
会
っ
た
人
の
こ
と
を
合

歓
の
花
に
見
立
て
、
夜
に
な
っ
て
そ

の
出
会
い
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
い

る
」、
と
い
う
解
釈
を
し
て
紹
介
し

て
い
ま
す
。

　

コ
ス
モ
ス
は
最
大
３
０
０
０
人
を

超
え
る
大
き
な
結
社
に
成
長
し
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
で
も
、
柊
二

は
会
員
一
人
ひ
と
り
を
、
と
も
に
歌

を
学
ぶ
仲
間
と
し
て
と
て
も
大
切
に

し
て
い
ま
し
た
。
宮
柊
二
記
念
館
に

お
い
で
い
た
だ
い
た
方
の
中
に
も
、

そ
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
お
話
し

て
く
だ
さ
る
方
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
う
な
柊
二
の
姿
勢
が
、

多
く
の
会
員
が
集
ま
っ
て
き
た
理
由

の
一
つ
と
思
わ
れ
る
の
で
す
。

　

こ
れ
は
、
柊
二
亡
き
あ
と
コ
ス
モ

ス
を
支
え
て
き
た
お
一
人
の
宮
英
子

先
生
の
作
品
で
、
や
は
り
柊
二
と
同

じ
「
会
う
」
こ
と
を
テ
ー
マ
に
詠
ま

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
も
、
コ
ス
モ
ス
が
出
会
い
を
大
切

に
し
て
い
る
こ
と
が
、
う
か
が
え
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
会
ふ
と
い
ふ
愛
し
き
も
の
を
」

六
〇
年
を
経
て

　「
コ
ス
モ
ス
の
現
在
」

昼
間
見
し
合
歓
の
紅
き
花
の
い
ろ
を

あ
こ
が
れ
の
ご
と
く
夜
お
も
ひ
を
り

会
ふ
と
い
ふ
愛
し
き
も
の
を
草
に
あ

ふ
書
に
会
ふ
ま
し
て
人
に
し
あ
ふ
は

（左）宮柊二書軸「昼間みし」
（上）宮英子書額「会ふといふ」

テープカットの様子。宮英子先生をはじめ
６名の方からカットしていただきました。

講師の影山一男先生。短い時間のなかで現在の
コスモス作品を解説していただきました。

4
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平成25年度 事業報告
　今年度、宮柊二記念館では、「コスモス」創刊
６０周年を記念した企画展、第１９回となる短歌大
会などを中心に、各種の事業を実施しました。

◎５月２５日
　特別企画展「コスモスの歌人たち」展
　～短歌大会選者を中心に～
　オープンセレモニー（テープカット）
　記念講演「コスモスの現在」 　講師　影山一男氏
◎６月２９日～９月１日
　第１８回全国短歌大会　ジュニア部門特別賞展
◎７月２１日
　講演会「晩夏を読む」 　講師　岡崎康行氏
◎８月２３日　
　ジュニア短歌教室　講師　短歌教室司会者
◎１１月１７日
　第１９回宮柊二記念館全国短歌大会
　選者講評　佐藤通雅氏　福士りか氏
◎１１月１７日～１２月２０日
　第１９回短歌大会選者・ジュニア部門特別賞受賞者展
◎１月１９日
　短歌セミナー「コスモス創刊６０周年に思う」
　講師　田宮朋子氏
◎２月８日～２月２８日
　「うおぬま旅　思い出短歌」応募作品展

　このほか、各実行委員会により以下の２事業が行
われました。
◎９月２７日～１０月６日
　没後３５年記念　山岡荘八展
◎１０月１０日～１１月４日
　第１８回名筆展「徐々坊と美濃派の人々」展

「講演会」と「短歌セミナー」

「うおぬま旅 思い出短歌」応募作品展

　７月２１日、岡崎康行先生からご講演をいただき、３４名
の方から参加していただきました。１月１９日には、田宮
朋子先生をお招きして短歌セミナーを開催し、３０名の方
からおいでいただきました。

25年度実施事業について

　市観光協会、市雇用創出
推進協議会が主催する「う
おぬま旅 思い出短歌」の
応募作品を、当記念館でも
展示いたしました。今年度
の応募作品数は４３点。どの
作品にも「うおぬま」の旅
情があふれていました。

　平成２５年度も貴重な資料を寄贈いただきました。深く感
謝申し上げます。今後も大切に保存させていただきます。

宮柊二  書軸 宮柊二  書簡 宮柊二 ジャケット
　宮柊二の書軸を二幅を旭川市
の佐藤様より寄贈いただきまし
た。一幅は歌集「雪の起伏」の
題せん。もう一幅には歌が二首
書かれています。

　長岡中学の同級生で見附高校
初代校長の黒田省吾宛の書簡を
長岡市の岩渕様より寄贈いただ
きました。見附高校の校歌作成
のことが書かれています。

　コスモス歌人の島田暉さん
が、授かったジャケットです。
島田さんからは他に、ベージュ
色にウサギ柄の夜着（上・下）
も寄贈していただきました。

※この他にも、宮柊二の歌集、コスモス宮柊二研究号、柊二の歌が掲載された井の頭公園ふるさとまつりポスターなど、
さまざまな資料を寄贈していただいております。

新資料紹介
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報告

第
十
九
回
宮
柊
二
記
念
館
短
歌
大
会

 
一
〇
，
〇
七
七
首
の
応
募

【
一
般
の
部
】

　
◦
選
者
賞
（
佐
藤
通
雅 
選
）

　
　

お
し
な
べ
て
虚
実
の
あ
は
ひ
に
人
は
在
り
五
感
ひ
ら
き
て
風
の
影
追
ふ�

滝
沢
三
枝
子

　
◦
選
者
賞
（
福
士
り
か 

選
）

　
　

蕗
の
薹
が
あ
っ
て
一
杯
飲
む
ビ
ー
ル
九
十
五
歳
の
春
が
来
ま
し
た�

山
岸　

ヨ
ネ

【
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
（
小
学
生
の
部
）】

　
◦
最
優
秀
賞

　
　

じ
い
ち
ゃ
ん
の
愛
情
込
め
た
コ
シ
ヒ
カ
リ
ぼ
く
も
参
戦
収
穫
部
隊�

星
野　

泰
心

　
◦
最
優
秀
賞

　
　

ア
ジ
サ
イ
と
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
の
ヒ
マ
ワ
リ
が
ぐ
ん
ぐ
ん
の
び
る
夏
の
日
の
空�

橘　
　

育
夢

　
◦
選
者
賞
（
佐
藤
通
雅 

選
）

　
　

み
ぎ
ひ
だ
り
だ
れ
を
信
じ
る
ス
イ
カ
わ
り
み
ぎ
を
信
じ
て
い
ざ
前
に
出
る�

和
田　
　

歩

　
◦
選
者
賞
（
福
士
り
か 

選
）

　
　

花
火
は
ね
夏
が
半
分
す
ぎ
た
こ
と
知
ら
せ
て
く
れ
る
チ
ャ
イ
ム
み
た
い
だ�

吉
田　

美
紅

【
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
（
中
学
生
の
部
）】

　
◦
選
者
賞
（
佐
藤
通
雅 

選
）

　
　

吹
奏
楽
錆
浮
か
ぶ
ホ
ル
ン
息
入
れ
て
吾
吹
き
抜
け
よ
吾
の
音
色
よ�

長
坂　

朝
暉

　
◦
選
者
賞
（
福
士
り
か 

選
）

　
　

け
ん
か
し
て
こ
ん
な
に
ひ
ど
く
痛
い
の
は
け
ん
か
の
相
手
が
君
だ
か
ら
だ�

山
本　

杏
子

【
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
（
高
校
生
の
部
）】

　
◦
最
優
秀
賞

　
　

寝
転
べ
ば
草
の
に
お
い
と
ペ
ル
セ
ウ
ス
夜
に
こ
ぼ
れ
た
光
尾
を
ひ
く�

髙
橋　

佳
奈

　
◦
選
者
賞
（
佐
藤
通
雅 

選
）

　
　

夜
の
街
し
ず
ま
り
か
え
り
無
形
と
も
思
え
る
闇
に
抱
き
か
か
え
ら
れ�

中
田　

昌
伸

　
◦
選
者
賞
（
福
士
り
か 

選
）

　
　

折
れ
た
の
は
竹
刀
で
は
な
く
僕
だ
っ
た
忘
れ
ら
れ
な
い
「
負
け
た
」
あ
の
と
き�

阿
部　

大
機

　

昨
年
の
第
十
九
回
全
国
短
歌
大
会
は
、

選
者
に
佐
藤
通
雅
先
生
（
路
上
）、
福
士

り
か
先
生
（
コ
ス
モ
ス
短
歌
会
）
を
お

迎
え
し
て
行
い
ま
し
た
。
応
募
総
数
は

一
〇
，
〇
七
七
首
に
の
ぼ
り
、
一
昨
年
に

は
及
び
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
一
般
の
部
と

中
学
生
の
部
で
は
応
募
作
品
数
が
増
加
し

ま
し
た
。
特
に
中
学
校
で
は
、
学
校
を
あ

げ
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
七
〇
〇
首

以
上
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
七
日
に
は
、

堀
之
内
公
民
館
を
会
場
に
、
三
百
人
を
超

え
る
参
加
者
を
お
迎
え
し
て
、
盛
大
な
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
六
年
度
の
大
会
は
、
第
二
十

回
と
な
り
ま
す
。
応
募
は
五
月
一
日
か
ら

受
付
を
開
始
し
、
一
般
の
部
は
七
月
三
〇

日
、
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
は
九
月
一
〇
日
が
締

め
切
り
の
予
定
で
す
。
大
勢
の
方
か
ら
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
記
念
に
の
こ
る
大
会

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ふ
る
っ
て

参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第19回　短歌大会　応募状況

区　　分 応募作品数 応募者数

一 般 の 部 883首 376人

ジュニアの部 9,194首 4,835人

（ 小 学 生 ） 2,200首 1,184人

（ 中 学 生 ） 4,034首 2,071人

（ 高 校 生 ） 2,960首 1,580人

総　　計 10,077首 5,211人
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こ
の
た
び
第
十
九
回
宮
柊
二
記
念
館

全
国
短
歌
大
会
の
選
者
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
と

て
も
大
き
な
で
き
ご
と
で
し
た
。

　

私
は
、
か
つ
て
宮
柊
二
の
名
前
す
ら

知
ら
な
い
ま
ま
に
コ
ス
モ
ス
短
歌
会
に

入
会
し
、
気
ま
ま
に
歌
を
作
っ
て
い
た

若
い
日
に
は
、
そ
の
作
品
を
読
む
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、
そ
の
の
ち
諸
先
輩
の
導
き
が
あ

り
、
私
も
ま
た
宮
先
生
に
列
な
る
末
に

あ
る
こ
と
を
意
識
す
る
に
至
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
今
回
の
選
を
通
じ
て
地

元
新
潟
の
み
な
さ
ま
が
、
い
か
に
宮
柊

二
と
い
う
歌
人
を
敬
愛
し
て
い
る
か
、

そ
し
て
短
歌
と
い
う
詩
形
を
通
じ
て
自

【選者のことば】

　豊かな自然、豊かなこころ
福 士 り か

福士りか（ふくし りか）
　1961年、青森県生まれ。弘前学
院聖愛高等学校に国語科教諭とし
て勤務。1986年コスモス短歌会に
入会し、1993年から結社内同人誌

「桟橋」に参加。1997年より青森
支部長、青森県歌人懇話会理事を
務める。2000年、コスモス賞受賞。
地元紙の新聞歌壇選のほか、10年
に渡って古典エッセイを連載中。
また文学同人誌「北奥気圏」同人
として、創刊より地元を中心とし
た表現活動を行っている。2012年
よりコスモス選者となる。現代歌
人協会会員。『朱夏』（私家版）『フ
ェザースノー』（紅書房）『 〝り〟
の系譜』（津軽書房）の三冊の歌
集がある。

ら
の
生
を
慈
し
ん
で
い
る
か
を
実
感
す

る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

現
代
に
お
い
て
短
歌
に
親
し
む
人
の

年
齢
は
次
第
に
高
く
な
っ
て
お
り
、
今

回
の
一
般
の
部
の
応
募
作
品
に
し
て
も

百
歳
を
越
え
た
方
、
越
え
よ
う
と
し
て

い
る
方
の
歌
が
少
な
く
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
場
合
、
と
も
す

れ
ば
伴
侶
や
友
人
と
の
死
別
や
病
を
題

材
に
し
が
ち
で
す
が
、
こ
の
大
会
に
お

い
て
は
愚
痴
や
嘆
き
が
全
く
と
い
っ
て

い
い
ほ
ど
見
当
た
ら
ず
、
生
を
肯
定
し

楽
し
む
と
い
っ
た
趣
が
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。
も
し
か
す
る
と
そ
れ
は
、
悲
し
み

を
包
み
こ
む
よ
う
な
自
然
の
存
在
に
よ

る
も
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
寄
せ
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
新

潟
の
方
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

住
む
地
域
は
異
な
っ
て
も
、
豊
か
な
自

然
の
営
み
が
匂
い
立
つ
よ
う
な
歌
が
多

く
、
心
ひ
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
こ
と

は
ジ
ュ
ニ
ア
の
作
品
に
お
い
て
も
同
様

で
、こ
と
に
小
学
生
の
歌
に
は
魚
野
川
、

破
間
川
、
佐
梨
川
、
ま
た
八
海
山
な
ど

の
名
前
が
次
々
と
現
れ
、
そ
の
た
び
に

子
ど
も
た
ち
の
の
び
や
か
な
姿
が
心
に

浮
か
び
ま
し
た
。ほ
か
に
も
進
路
の
歌
、

ス
ポ
ー
ツ
の
歌
、
恋
の
歌
な
ど
、
ジ
ュ

ニ
ア
作
品
の
瑞
々
し
さ
に
触
れ
た
こ
と

も
幸
い
な
こ
と
で
し
た
。
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

─
「
入
選
作
品
集
」
よ
り
再
掲

　

私
が
宮
柊
二
の
作
品
に
ひ
か
れ
た
の

は
、
学
生
時
代
で
し
た
。
文
庫
本
『
宮

柊
二
自
選
歌
集
』
を
手
に
し
た
の
が

き
っ
か
け
で
す
。
な
か
で
も
『
群
鶏
』

や
『
山
西
省
』
に
は
、
暗
く
て
重
い
内

容
に
も
か
か
わ
ら
ず
ひ
か
れ
、
こ
の
な

か
に
は
大
切
な
な
に
か
が
あ
る
と
感
じ

つ
づ
け
て
き
ま
し
た
。
近
年
は
集
中
し

て
宮
柊
二
論
を
書
き
、
生
誕
百
年
の
年

に
『
宮
柊
二　

柊
二
初
期
及
び
『
群
鶏
』

論
』（
柊
書
房
）
を
刊
行
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
現
在
も
続
篇
を
書
き
つ

づ
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
作
業
を
し
な
が
ら
、
柊

二
の
生
ま
れ
育
っ
た
風
土
や
環
境
が
、

作
家
形
成
に
大
切
な
役
目
を
は
た
し
て

【選者のことば】

　それぞれの価値
佐 藤 通 雅

佐藤通雅（さとう みちまさ）
　1943年岩手県生まれ。1965年東
北大学教育学部卒。卒業と同時に
宮城県内の高校に勤務し、2003年
定年退職。この間、宮城教育大、
宮城県立保母専門学校、岩手大な
どで児童文学講座を担当。また宮
沢賢治学会理事、仙台文化事業団
理事、仙台文学館運営協議会委員
なども務める。1966年文学思想個
人編集誌「路上」を創刊、現在に
いたる。現在「河北新報」歌壇の
選者を担当する。
　著書 歌集『薄明の谷』『水の涯』

『強霜』（第27回詩歌文学館賞）そ
の他。評論『宮沢賢治 東北砕石
工場技師論』『宮柊二 柊二初期及
び『群鶏』論』その他。

い
る
と
し
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
故
郷
で
行
わ
れ
る
全
国
規
模
の
短
歌

大
会
で
す
。
選
者
の
大
任
を
よ
ろ
こ
ん

で
お
ひ
き
う
け
し
た
の
は
、
い
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
般
の
部
は
、
人
生
経
験
の
厚
み
を

背
景
に
し
た
、
す
ぐ
れ
た
作
品
が
つ
ぎ

つ
ぎ
と
あ
り
、
順
位
を
つ
け
る
の
に
、

大
変
苦
労
し
ま
し
た
。

　

ジ
ュ
ニ
ア
の
部
は
、
一
万
首
に
お
よ

ぶ
、
め
ま
い
が
す
る
ほ
ど
の
量
。
な
か

に
は
宿
題
に
出
さ
れ
て
、
四
苦
八
苦
し

な
が
ら
の
作
品
も
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま

し
た
。
も
し
か
し
た
ら
、
二
度
と
短
歌

を
作
る
こ
と
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
け
れ
ど
若
い
日
に
、
得
手
で
も
不

得
手
で
も
と
に
か
く
短
歌
を
作
っ
た
と

い
う
体
験
が
、
こ
れ
か
ら
大
切
な
記
憶

と
し
て
の
こ
っ
て
い
く
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
し
て
、自
分
が
小
学
生
の
と
き
、

中
学
生
の
と
き
、ま
た
高
校
生
の
と
き
、

こ
う
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
た
の
か

と
、
ふ
り
返
る
と
き
が
く
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
節
目
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
、
か
け
が
え
の
な
い
大
切
さ

が
あ
り
ま
す
。
小
さ
い
か
ら
価
値
が
低

く
、
大
き
い
か
ら
高
い
と
い
う
こ
と
は

な
い
、そ
れ
ぞ
れ
が
大
切
な
価
値
で
す
。

そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
選
考

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

─
「
入
選
作
品
集
」
よ
り
再
掲
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昨
年
八
月

か
ら
、画
家
・

宮
芳
平
の
生

誕
一
二
〇
年

を
記
念
し

て
、「
宮
芳

平
展
」
が
行

わ
れ
て
お
り
、
全
国
五
ヶ
所
の
美
術
館
を
巡
回

し
て
い
ま
す
。
芳
平
の
初
期
の
作
品
か
ら
晩
年

の
「
聖
地
巡
礼
」
シ
リ
ー
ズ
に
い
た
る
ま
で
、

生
涯
の
制
作
の
全
貌
が
見
渡
せ
る
貴
重
な
機
会

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
展
示
に
、
当
記
念
館

所
蔵
の
芳
平
の
油
彩
「
バ
ー
ル
の
歌
姫
」
が

出
展
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
四
月
か
ら
開
催

さ
れ
る
新
潟
近
代
美
術
館
で
は
、
コ
ス
モ
ス
に

掲
載
さ
れ
た
「
聖
地
巡
礼
」
の
ス
ケ
ッ
チ
画
も

展
示
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機

会
に
大
勢
の
皆
様
か
ら
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

◎
新
潟
県
立
近
代
美
術
館
　
開
催

　
会
期
　
平
成
二
十
六
年
四
月
二
十
六
日
～

六
月
一
日

宮柊二記念館収蔵資料紹介　№40
　宮芳平は宮柊二の叔父で、長野県諏訪地方で活躍をした画家です。敬虔なク
リスチャンでもあった宮芳平が訪れた聖地の風景スケッチが、昭和４２年から４３
年まで「聖地巡礼」として、コスモスに掲載されました。宮柊二記念館には、
その原画が収蔵されています。
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宮
柊
二
記
念
館
で
は
、
会
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
年
会
費
は
一
、〇
〇
〇
円
で
す
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
宮
柊
二
記
念
館
へ
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

　「
友
の
会
」
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
宮 

芳
平 

展
　
野
の
花
と
し
て
生
く
る
。」

当
館
所
蔵
の
資
料
も
展
示
さ
れ
ま
す
。

宮 

芳
平  

画

「
聖
地
巡
礼
」
ス
ケ
ッ
チ
画

バールの歌姫




